


要約:長時間心電図を用いて、新生児の心拍変動を比較検討することにより、新生児期の

自律神経系の発達について検討した。  R-R 間隔の変動が生後 24 時間以内より生後 7 日

目の方が大きく、生後自律神経系に経時的な変化があることがわかった。長時間の R-R 間

隔解析により、内因性外因性リズムの影響をさほど受けずに、生体リズムによる心拍変動

を検討し、新生児自律神経系の発達の評価ができた。新生児期自律神経系発達評価および、

未熱児や仮死児などの自律神経系の評価に有用な検査法の一つだと考えられる。


